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本書fi，1977年� 4月� Amsterdamで、行われた，� Society of Biological Psychi-

atry主謹の� MinimalBrain Dysiunction (以下 MBD)に関するシンポジウム

の集録である。

斑BDとは，一般に， 学齢児で， 知能辻正常で、あるが種々の程変の学習や行動

の異常があり， それが中枢神経系の微小な機能葎害と関f系あるものをさしてお

り，多象，注意集中困難，爆発性，気分変動などが行動上の問題として，時間空間

認知障害などが学習上の問題として表われる。 このような子供が詮自をあびるよ

うになったのは教育の分野であり，医学の目でこれをとりあげたのは，� Knobloch 

& Pasamanik (1959)であった。彼らは，損蕩の連続性仮説を立て，n詰損蕩が重

症な時には死に至り，非常に軽症の時� MBDになるというのである。その後，沢

山の研究がこの方面でなされたが， 彊々の問題点も明らかになって来た。そして� 

iMBDという診断名は撰失すべきである。」という主張も 強く出されている。

このシンポジウムはこのようなa情況をふまえて行われたものである。

はじめに，� Kalve主boerは， 歴史的展望と現在の� MBD研究のf箭糾について，

又，� MBD概念の有用性を主張する人々と， それを否定する人々との窺究を紹介

し，結論として後は，� i色々な反論はあるが，� MBDといわれるような子供達は現

実に居るのであ予，更なる研究が進められるべきである。しかし� MBDとか多動

児というような一般的ラベルは，安易につけるべきで誌ないoJと言っている。こ

れは，この書全体の結論でもあるように晃うけられる。� 

Yuleは， 発達心理学からみた評錨法の問題点と今後の課題を，� Touwenは，

神経学的微症状による評舗と， これ記よって診断されたグルーフ。の行動療法によ

る治療成農を，紹介してくれた。� 

Prechtl詰，� iMBDと神経系の可塑性について」という題で，動物に生後まも

なくおこった脳の各部の損寵が， 形態学的に再構築され機能的に代償されてゆく

様子を述べ， この受傷設の代償機構は多分人間にとっても重要な適応機能である

ことをみせてくれた。動物実験に関して，� G. Smithは，神経薬理学の立場から，� 

MBDの疾患モデルとしての� Ratの� VentralTegmental Syndromeと，� Dop-

aminergic neuronの重要性を強調した。 しかし， 動物から人間への誰論は常に

飛躍を伴う。治諜薬も� Pickが述べるように理想的なものは今の所ない。最も

多く使われるのは中軽神経蒋戟剤である。

最後に� Sha宜erは，挺BDについてのコントロールされた続断的研究が必要で

あることを強調した。 今までのわずかな研究の中で泣， 神経学的鎖症状のある子

供の予後は決して楽観できないことをものがたっているが，後詰又，これに社会・

家族等の環境的因子が大きく働いている可能性を示した。

このシンポジワム記於て，� MBDとは， 一つの診断名あるいは一つの病気では

なく， 脳機能障害を示唆されるような症状をもった色々な子保達のグループの集

ま予であることが暁らかになった。

この種の本は， 最近数多く出寂されているが， 概念の未だ統一されていない症

候群であるだけに，著者によって多少のかたよりが為る。

その点本書は，� MBD開題の続糾について，精神医学，神経学，心理学，薬学，

疫学などのこの分野での第一人者が， それぞれの立場から最近の読点を論じてお

り，その豊富な引用文献とあわせて，近年の� MBD論議の集大成ともいえるもの

である。� 

110ページほどの小冊子であるが，この分野に輿味をもたれる人々には，是非一
読をおすすめしたい。(舟播満寿子〉
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